平成２０年０４月２１日

加盟大学各位殿

関東学生ハンドボール連盟

競技規則・申し合わせ事項再確認願

　今週より、男女夫々春季リーグが開始、既に熱戦の報が入ってきておりますが、また、折角の熱戦に水をさすような事態の発生を見ておりますので、あらためまして、注意をお願い致したく連絡させて戴きました。

　４月１９日、男子１部の早稲田大学対中央大学戦において、中央大学が競技参加の所定手続き(第一試合なので、競技開始時間３０分前にメンバー表と共に、役員及び選手証を提出)の時に、役員選手登録証を忘れ取に戻っているので提出できないとの報告があり、関東
学連競技規則及び申合せ事項（平成２０年度春季リーグ４頁掲載）により、本来であると競技への参加が出来ないが、教育的配慮を行い提出時間の猶予を図り競技は開始させたが、結局、間に合わず、棄権扱いとなった。
この結果、１試合でも棄権試合があれば、既に、終了している試合の記録も参考記録となり、自動的に最下位となり、順位決定・得失点・得点王計算から除外との取り決めで、
東海大学―中央大学、早稲田大学―中央大学はノーカウントとなります。

その後、関東学連取決め事項により、緊急の裁定委員会(福地・大西・田村・藤村・松井出席＝萩原・清水・上久保・荒木４氏は試合の為、委任・事前・事後協議)を開催。

今回の件は、著しくスポーツマンシップに反する行為とは異なるので、棄権扱いとして自動的に最下位となり、既に、終了している２試合も含め、対中央大戦は無効となり、順位決定・得点王計算から除外となるので、これ以上の処分は行わず入替戦への出場は可とした。また、４月２６日以降、中央大学と対戦する参考試合を除いた全試合のオフィシャルを、中央大学が担当する事とした。

４月２６日以降の試合に関して、佐々木中央大学監督から、非公式でも良いので、日程通り競技には参加させて欲しいとの要望が出されたので、協議の結果、オープン試合ながら競技への参加は認められた。

　以上のような事態の発生、処分があり、経過報告および処分通知と共に、加盟大学は、あらためて、競技規則・取り決め事項・申合せ事項等に違反しないように充分の注意をお願い致します。

　東西学生・全日本学生各選手権大会、全日本総合選手権大会では教育的配慮は一切なく、

メンバー表提出時に役員選手証がないと競技参加は不可となります。
　各大学は、競技規則・取決め事項。申合せ事項をよく理解し、役員選手は常に顔写真を携帯しておくとか、このような事態を招かないように、また、ユニホームなどの対応には充分留意をお願い致します。
